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興福寺境内案内図

中金堂
中金堂は藤原不比等により創建され、その規模は当時の奈良朝寺院の中でも第一

級でした。6回の焼失。再建の後、享保 2年 (1717)に焼失、文政 2年 (1819)に

「仮堂Jと して再建されましたが、老朽化のため平成 12年 (2000)に解体し、伽藍の

中核で最も重要な建物を創建当初の姿に復元するために、基壇の全面発掘調査

をはじめ、歴史資料の研究成果等を取り入れ、天平様式の中金堂が復元されま

した。日本の伝統的木工技術を駆使し、奈良時代の建築様式を踏襲した建造物

でもあり、これほど大規模な木造の建造物は今後更に難しくなるとされています。

平城遷都 1300年 を迎えた古都奈良の新たな象徴となり、かつ後世に伝える文化

遺産となります。

●木造 釈迦如来坐像 ●(重文〉木造 薬王菩薩・薬上菩薩立像 ●(国宝〉本造

四天王立像 ●〈重文〉厨子入り木造 吉祥天椅像 ●〈重文〉木造 大黒天立像
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南円堂 ‐訓田窯・
藤原冬嗣が父内麻呂追善のため

弘仁4年 (813)に 創建。寛政元年

(1789)、 4度目の再建。西国三十三

所第九番札所で日々参拝が多い。

●〈国宝〉木造不空絹索観音菩薩坐像

●〈国宝〉木造 四天王立像

●〈国宝〉木造 法相六祖坐像

1()/17(人般才T経転読会)のみ開扉

不動堂
毎月/1、 15、 28:1護摩祈祷

北円堂 ロロ 仮講堂
老朽した中金堂 (仮堂 )に代わり、

昭和50年 (1975)、 講堂跡に薬師

寺旧金堂 (室 町時代 )を移建し「仮

金堂」としていました。その後、中金

堂再建・落慶に伴い、今後しばらく

は講堂としての役目を果たします。

●〈重文〉木造 阿弥陀如来坐像

●(重文〉木造 薬師如来坐像

●〈重文〉木造 地蔵菩薩立像

●〈重文〉木造 木造梵天立像

隔年でH/13に 慈恩会を厳修

康治2年 (1143)、 崇徳天

皇の中宮皇嘉門院聖子が

建立。治承 4年 (1180)の

焼失後、再建。塔高19m、

北円堂とともに寺内最古

の建物。軽やかで優美な

輪郭が特徴。初層内部に

千体仏が描かれ、東の須

弥壇に弁才天坐像と十五

童子像を安置します。

7/7(弁 才天供)のみ開扉

興福寺を創建し、平城京造営を推

進した藤原不比等の一周忌にあた

る養老5年 (721)、 平城京を一望に

見渡す最良の地に創建。治承4年

(H80)の 被災後、承元4年 (1210)

頃に再建。日本に現存する八角円堂

のうち、最も美しいとされています。

●〈国宝〉木造 弥勒如来坐像

●〈国宝〉木造 無著・世親菩薩立像

●〈国宝〉本心乾漆造 四天王立像

春季・秋季 :特別開扉



大宮通り〈登大路・国道369号線〉
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天平2年 (730)、 光明皇后

が建立。5回の被災再建を

経て、応永33年 (1426)

頃再建。塔 高 50.lm。

奈良時代の特徴を随所に

残しながら、中世的で豪

快な手法が大胆な力強い

塔です。初層の四方には、

薬師三尊像・釈迦三尊

像・阿弥陀三尊像・弥勒

三尊像を安置します。

東金堂 □目
神亀3年 (726)聖武天皇が造立。創

建当初は浄瑠璃光世界を表すべく、

須弥壇に緑釉のタイルを敷いたと言

われています。応永22年 (1415)再建。

●(重文〉銅造 薬師如来坐像

●〈国宝〉木造 文殊菩薩坐像

●〈国宝〉木造 十二神将立像 他
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国宝館
僧侶が食事をする食堂の場所に、昭

和34年 (1959)に 建てられました。興

福寺の歴史を伝える仏像や絵画、

典籍文書等を収蔵。安置しています。

●〈国宝〉木造 千手観音菩薩立像

●〈国宝〉乾漆 阿修羅立像(八部衆)

●(国宝〉鋼造 仏頭 他
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春日本社二lヽ
 彦奪

湯屋は奈良時代に創建されたと思わ

れますが、文献での初見は平安時代。

被災後、室町時代に再建。部材から

五重塔再建と同時期と考えられます。

菩提院大御堂
十三鐘の俗称で知られ、三作石子

詰めの伝承を持ちます。奈良時代の
げんぼう
玄防僧正を供養した一院が起源と

思われ、天正8年 (1580)再 建。

12/311徐 夜の鐘の時1出 lイ ルのみ1用 lJl

「
＝
＝
到

五
十
二
段

一髪

尋

・7/・        奈良国立博物館→

C、Ttti_
・

■ ノ́
″メ ー‐‐ 、́.コ ′"‐ '´

臆
一

束金ll・
1可宝nl連イレ共通券 :人 人1)()()円 ′中高′

117()()円  小学 111,5()11

PHOTO:飛鳥園



興福寺の歴史

興福寺は、天智8年 (669)に 中臣(藤原)鎌足が重い病気に患った

際、夫人である鏡女王が夫の回復を祈願し、釈迦三尊を安置するた

めに造営した山階寺 (山背国)を起源とします。壬申の乱(672)の後

に飛鳥に移建され、地名をとって厩坂寺となり、さらに平城遷都の

際、和銅3年 (710)藤 原不比等によって移されるとともに、「興福寺」

と改号されました。天皇や皇后、また藤原氏の手によって次々に堂塔

が建てられ、奈良時代には四大寺、平安時代には七大寺の一つに数

えられました。特に摂関家 (藤原北家)と の関係が深かつたために手

厚く保護され、寺勢はますますさかんになります。平安時代には春日

社の実権を手中におさめ、大和国を領するほどになり、また、鎌倉幕

府・室町幕府は大和国に守護を置かず、興福寺がその任に当たりま

した。文禄4年 (1595)の検地で春日社興福寺合体の知行として2万

1千余石と定められ、徳川政権下においてもその面目は保たれまし

た。明治時代はじめの神仏判然令、廃仏毀釈、寺社領上知令などに

より興福寺は荒れましたが、その後は寺僧。有縁の人々の努力で復

興が進展し、新たな興福寺としてその歴史を刻み続けています。

興福寺の教え

興福寺は法相教学の寺院として法灯を護持してきました。法相宗の

根本教義は弥勒が説いた「あらゆる存在は唯だ自己の識←b)の現れ

にすぎない」とする「唯識」の思想です。この教えは4～ 5世紀のインド

の僧である無著・世親が大成し、その後、インドから膨大な仏典を請

来した中国の玄美三十蔵が、インドの護法論師の解釈をまとめて『成唯

識論』を著しました。その玄英に師事した慈恩大師基は特に唯識を学

問として体系づけたことによって、法相の宗祖として尊崇されてきまし

た。その後、酒洲大師慧沼。濃陽大師智周へと教学は受け継がれ、漢

陽大師に学んだ遣唐僧の玄防か興福寺にその教えをもたらしました。

興福寺の主な諸尊像

国宝 脱活乾漆造

八部衆立像

(阿修羅像)

国宝 銅造

仏頭

国宝 脱活乾漆造

十大弟子立像

(富楼那像)

国宝 木造

維摩居士坐像 。文殊菩薩坐像

興福寺の主な年十行事

2月節分の日   追饉会

西国三十三所 第九番本L所 南円堂 /西国薬師霊場 第四番札所

神仏霊場(奈良県)第十六番/大和北部八十八ヶ所霊場 第六十二番

東金堂

菩提院大御堂

東金堂
〒630‐ 8213奈良市登大路町48番地 http:〃

…
.kohmktti.cOm/

本坊寺務所 Tel.o742‐ 22-7755 国宝館 Tel.o742-22‐ 5370

南円堂納経所 Tel.o742‐ 24‐4920 東金堂 Tel.0742-22‐ 7781

駐車場 Tel.o742‐ 22-4096

交通アクセス

2月 15日 涅槃会 本坊

3月 5日
さんでうえ

三蔵会 本坊

4月 8日 仏生会 南円堂前

南大門跡前 般若の芝

東京駅 京都駅 ′liやヽ

統椰諏 …大脚…C聰
「

・…
約35分 (特急)/約 50分 (急行)

※近鉄特急をご利用の際は

別途特急券が必要です。

大阪難波駅 … ……
緯6碁巌遠慧存,・

……・・

一̈̈
※所要時間は目安です。

奈良交通
′ヽス

約7分

4月 17日
ほうしょうえ

放生会 一言観音堂
〔ロバ
Ｊ
Ｒ

日
只
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鉄

ｎ

自
動
車
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良
駅

4月25日 文殊会 東金堂
徒歩

約15分

5月第3金・土曜日
たきぎおのう

薪御能

7月 7日 弁才天供 二重塔 ¨
歩
吟

¨
徒

約

近
鉄
奈
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駅
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10月第1土曜日
とうえいのう

塔影能 東金堂前庭

10月 17日 大般若経転読会 南円堂

修漏苦堂軟会場は薬師寺と隔年 )

…̈ ……
石高菖置

…̈…… 天理IC

・……
■碁J自壺事ぎ

……・ 木津IC …
綺t雰

"

名古屋方面

京都方面
11月 13日 慈恩会

12月 31日 除夜の鐘 南円堂、菩提院大御堂

興福寺佛教文化講座

仏教や仏教美術など各々の分野で活躍されている専門の方々をお

招きして、毎月第2土曜日午後 1時から興福寺会館で開催します。

受講は無料で予約不要、どなたでもご自由にお聴きいただけます。

大阪方面  ……
第二畷秦青百遭蕗

……・宝来ランプ ¨
綺I雰

"

関西国際空港

大阪(C"1)空港

岬

空
港
バ
ス

国宝 木造

無著菩薩立像 。世親菩薩立像

法相宗大本山 興 福 寺

日 駐車場 :9時～17時/大型バス・マイクロバス2,500円/乗用車1,000円
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興福寺国宝館

興福寺は、和銅 3年 (710)に飛鳥から現地に移築

造営されて以来、焼失と再建を繰り返しながら

1300年 もの歴史を刻んでいます。現在は、享保

2年 (1717)の 大火で焼失した中金堂の再建事業

を進めています。

昭和 34年に開館された国宝館は、平成 22年に

リニューアルされ、国宝45点・重要文化財 19点

を公開しています。天平彫刻の傑作である阿修

羅像をはじめとする人部衆や十大弟子像、また

躍動感あふれる鎌倉彫刻などが今日に伝えられ、

多くの来館者を魅了しつづけています。これら

の名宝の仏教文化の真善美に静かに心をお寄せ

下さい。

注意事項

●文化財の写真撮影、スケツチならびに万年筆、サインペン

等の使用はお断りします。●文化財には手を触れないて下さ

い。●混雑時には入館規制がございます。●館内では係員の

指示に従つて下さい。●各一回限りの拝観となります。再入

場はできません。●文化財保護のため、 大雨・台風などの

場合は閉館することがあります。

興福寺中金堂
THE KOHFUKUJI

CENTRAL COLDEN HALL

2019.05。 14

牛宇り1   0250

興福寺中金堂

興福寺は、和銅 3年 (710)に飛鳥から現地に移築

造営 されて以来、焼失 と再建を繰 り返 しながら

1300年 もの歴史を刻んでいます。

中金堂創建当時の規模は奈良朝寺院の中でも第

一級であつた と言われています。 7回の焼失・

再建を経て、創建当初の天平様式の姿に復元す

るべ く再建事業が進められ、平成 30年 (2018)、

300年ぶ りに再建、落慶を迎えました。

内陣は釈迦三尊などの尊像、法相宗の祖師を描

いた 「法相柱Jの 10点 で構成 されています。

これ ら至宝の仏教文化の真善美に静かに心をお

寄せ下さい。

注意事項

●文化財の写真撮影、スケッチならびに万年筆、サインペン

等の使用はお断りします。●文化財には手を触れないで下さ

い。●混雑時には入堂規制がございます。●堂内では係員の

指示に従つて下さい。●一回限りの拝観となります。 再入場

はできません。●文化財保護のため、大雨 台風などの場

合は閉扉することがあります。
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興福寺東金堂

興福寺は、和銅 3年 (710)に飛鳥から現地に移築

造営されて以来、焼失と再建を繰り返しながら

1300年 もの歴史を刻んでいます。現在は、享保

2年 (1717)の 大火で焼失した中金堂の再建事業

を進めています。

東金堂は、神亀 3年 (726)聖武天皇の発願で造

営されました。現在の堂宇は五度の焼失と再建

を経て、応永22年 (1415)に 再建されたものです。

銅造薬師如来坐像を本尊とする内陣は、18躯 の

国宝と3躯の重要文化財の仏像で構成されてい

ます。これらの名宝の仏教文化の真善美に静か

に心をお寄せ下さい。

注意事項

●文化財の写真撮影、スケッチならびに万年筆、サインペン

等の使用はお断りします。●文化財には手を触れないて下さ

し、●混雑時には入堂規制がございます。●堂内では係員の

指示に従つて下さい。●各一回限りの拝観となります。 再入

場はできません。●文化財保護のため、 大雨・ 台風などの

場合は閉扉することがあります。
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